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#12-10 

【３月３日～３月９日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２４年３月１３日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼大統領選出に向けた動き 

・７日、ルプ大統領代行兼議会議長は、大統領選挙実施日を

１６日とすることを議会に提案し、同提案は議会議員６２名（与

党連合ＡＥＩ議員５８名及び無所属議員４名）の賛成で承認さ

れた。同日、議会において大統領選挙実施に関する特別委

員会が設立され、デディウ同委員長は、同委員会は大統領選

挙への候補者登録を１２日まで受け付けることを決定した旨

発言。 

・７日、ルプ大統領代行兼議会議長（民主党党首）は、大統領

候補者名は現時点では公表できないものの、１２日からの週

の初めには明らかになる旨発言。同日、フィラト首相（自由民

主党党首）は、選挙実施日が決定したことはとても重要であり、

１６日に大統領が選出されるよう全力を挙げる旨、大統領候補

者とはすでに会って話している旨発言。また、ギンプ自由党

党首は、AEIは大統領候補者に関し、すでに妥協点に到達し

た旨発言。 

・９日、ヴォローニン共産党党首は、同党は１６日の大統領選

挙は認められないとして、同選挙へ同党は参加しない旨発

言。 

▼その他 

・６日、議会は、与党連合ＡＥＩの賛成により、レシェトニコフ副

議長（共産党所属議員）を罷免。 

２．経済 

▼マクロ経済 

・６日、フィラト首相とシューベル駐モルドバＥＵ代表部大使

は、欧州委員会からモルドバへの１，４００万ユーロの財政

支援に関する協定に調印。フィラト首相は、本支援はＤＣＦＴ

Ａ創設を含むＥＵ・モルドバ連合協定交渉の体制強化が目

的である旨発言。また、シューベル大使は、モルドバの大統

領選出問題はＥＵ・モルドバ関係に影響しない旨発言。 

３．外政 

▼モルドバ・ルーマニア政府間会議 

・３日、ルーマニアのヤシにおいて第１回モルドバ・ルーマ

ニア政府間会議が開催され、モルドバからフィラト首相他閣

僚、ルーマニアからウングレアーヌ首相他閣僚が出席し、モ

ルドバの欧州統合等に関し協議。両者は、ウンゲーニ（モル

ドバ）～ヤシ間ガス輸送パイプライン建設工事を２０１２年末

までに完了することで合意。フィラト首相は、本輸送システム

開通によるモルドバのエネルギー安全保障強化及び天然

ガス供給源の多様化の重要性を強調。また、両首相は、モ

ルドバ・ルーマニア戦略的パートナーシップに関する行動

計画、自然災害の際の相互協力、社会保障、地域開発及び

若者とスポーツ分野等の合意文書に署名。 

▼レアンカ副首相兼外務・欧州統合相のオーストリア

訪問 

・６日、レアンカ副首相兼外務・欧州統合相は、オーストリア

を訪問し、シュピンデルエッガー・オーストリア副首相兼外

相と会談し、両国協力関係及び沿ドニエストル問題等につき

協議。レアンカ副首相は、モルドバの欧州統合に対するオ

ーストリアの支持に謝意を表明。 

▼ロウ世界銀行副総裁の来訪 

・７日、フィラト首相は、モルドバを訪問中のロウ世界銀行欧

州・中央アジア担当副総裁と会談し、モルドバと世界銀行の

関係発展につき確認。世界銀行のモルドバに対する進行中

の支援は、教育、社会保障、農業投資、エネルギー、道路

建設及び政府の改革等の１１分野で、総額２億８，１００万米

ドル。 

▼その他 

・５日、ルプ大統領代行兼議会議長、フィラト首相及びヴォロ

ーニン共産党党首は、それぞれ露大統領選挙におけるプ

ーチン氏の勝利に対し祝意を表明。 

・９日、フィラト首相は、モルドバ訪問中のクラース NATO 元

事務総長（ベルギー元国務大臣）及びベーケ駐モルドバ・

ベルギー大使と会談し、モルドバ・ベルギー二国間関係の

強化及びモルドバの欧州統合等に関し意見交換。 

４．沿ドニエストル 

・４日、シェフチューク「大統領」は、露大統領選挙に参加し、

ルィブニツァ市内投票所において投票。 

 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


